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三
九
五

人
事
委
員
会

○
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三
九
五

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
三
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
七
年
八
月
十
八
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 
太 
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

甲
府
精
進
湖
線

甲
府
市
中
小
河
原
町
字
一
里
山

一
三
二
番
二
地
先
か
ら

甲
府
市
小
瀬
町
字
北
屋
敷
三
九

五
番
二
地
先
ま
で

　

二
三
・
八

令
和
七
年
七

月
二
十
八
日

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。令

和
七
年
七
月
二
十
八
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教 

育 

長　
　

荻　
　

野　
　

智　
　

夫

附
属
機
関

担
任
事
務

委
員
の
定
数

委
員
の
要
件

委
員
の
任
期

所
管
課

い
じ
め
調
査

委
員
会

い
じ
め
重
大
事
態
に

係
る
調
査
・
検
証
及

び
再
発
防
止
に
資
す

る
対
応
策
の
審
議
及

び
報
告
に
関
す
る
事

務

四
人
以
内

一　

教
育
、

心
理
、
法

律
、
福
祉

等
に
関
す

る
専
門
的

な
知
識
経

験
を
有
す

る
者

二　

調
査
・

検
証
、
審

議
す
る
事

項
に
関
し

必
要
な
知

識
経
験
を

有
す
る
者

令
和
七
年
九

月
一
日
か
ら

令
和
八
年
八

月
三
十
日
ま

で

教
育
庁
総

務
課
教
育

企
画
室

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

中　
　

島　
　

琢　
　

雄

山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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梨
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九
六

び
第
三
項
に
お
い
て
「
第
一
号
子
育
て
時
間
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
法
第
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
の

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

二　

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
子
育
て
時
間
（
第
四
項

及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
第
二
号
子
育
て
時
間
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
法
第

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業

の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

第
二
十
九
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

4　

第
二
号
子
育
て
時
間
の
単
位
は
、
一
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間

数
二　

第
二
号
子
育
て
時
間
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
残

時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き　

当
該
残
時
間
数

5　

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求

す
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
場
合
の
第
二
号
子
育
て
時
間
に
つ
い

て
は
、
条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
時
間
か
ら
当
該
部
分
休
業
の
承

認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
の
範
囲
内
の
時
間
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
二
項
中
「
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で

連
続
し
た
」
を
削
る
。

第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
「
介
護
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終

業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
（
」
を
削
り
、
「
規
定
す
る
特
別
休
暇
若
し
く
は
子
育
て
時
間
」

の
下
に
「
（
条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
も
の
に
限

る
。
）
」
を
、
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
」

を
加
え
、
「
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
」
を
「
の
介
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時

間
」
に
、
「
時
間
）
」
を
「
時
間
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
育
て
時
間
の
申
出
等
）

第
三
十
七
条
の
二　

子
育
て
時
間
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
条
例
第
十
四
条
の
二
第
三
項

に
規
定
す
る
一
年
の
期
間
ご
と
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち

い
ず
れ
の
範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る
子
育
て
時
間
を
請
求
す
る
か
を
任
命
権
者
に
申
し
出
る

も
の
と
す
る
。

2　

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

（
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
「
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分

以
上
で
あ
る
勤
務
日
が
あ
る
」
を
削
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
請
求
手
続
」
を
「
請
求
、
申
出
及
び
第
三
項
変
更
の
手
続
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
は
、
部
分
休
業
承
認
請
求
書
」
を
「
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
条
例
第
二
十
条
の
五

に
規
定
す
る
第
三
項
変
更
（
第
三
項
に
お
い
て
「
第
三
項
変
更
」
と
い
う
。
）
は
、
部
分
休
業
簿
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

3　

任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
第
三
項
変
更
を
し
な
け
れ
ば
同
条
に
規
定
す
る
子
の
養

育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
項

変
更
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
に
対
し
て
証
明
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
一
日
の
勤

務
時
間
（
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
勤
務
時
間
を
同
項
の
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る

必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
を
含
む
。
）
が
七
時
間

四
十
五
分
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
条

第
六
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
八
条
中
「
場
合
」
の
下
に
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
子
育
て
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又

は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
（
」
を
削
り
、
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
」
を
加
え
、
「
に
つ
い
て
は
、
当
該
」
を
「
の
第
一
号
子
育
て

時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
」
に
、
「
時
間
）
」
を
「
時
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
子
育
て
時
間
」
を
「
第
一
号
子
育
て
時
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す

る
。

一　

条
例
第
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
子
育
て
時
間
（
次
項
及
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三
九
七

措
置

三　

山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の

心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日

以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支

障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

2　

任
命
権
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
対
象
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
期

両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

二　

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

三　

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の

状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置

3　

任
命
権
者
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取

扱
い
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
四
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
場
合
」
の
下
に
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
子
育
て
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又

は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
（
」
を
削
り
、
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
」
を
加
え
、
「
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
」
を
「
日
の
第
一
号
子

育
て
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
」
に
、
「
時
間
）
」
を
「
時
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
子
育
て
時
間
」
を
「
第
一
号
子
育
て
時
間
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す

る
。

一　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
子
育
て
時
間
（
次
項
及

び
第
三
項
に
お
い
て
「
第
一
号
子
育
て
時
間
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
法
第
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業
の

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
を
し
な
け
れ
ば
当
該
職
員
の

中
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
任
命
権
者
が
認
め

る
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
出
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3　

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
（
前
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
お
い
て
、
子
育
て
時
間
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4　

子
育
て
時
間
の
請
求
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
は
、
書

面
等
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
子
育
て
時
間
、
介
護
休
暇
」
を
「
介
護
休
暇
」
に

改
め
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
」
を
、

「
同
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
の
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
条
例
第
十
八
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
）

第
四
十
一
条
の
二　

条
例
第
十
八
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
同
項
に
規
定

す
る
対
象
職
員
の
子
が
一
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か
ら
二
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日

の
翌
日
ま
で
の
一
年
間
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
三
を
削
る
。

第
五
十
三
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
第
五
十
二
条
を
第
五
十
三
条
と
す
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
を
「
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度

又
は
措
置
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
属
す
る
年
度
」
の
下
に
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を

い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
）

第
五
十
一
条　

任
命
権
者
は
、
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
山
梨
県
条

例
第
一
号
）
第
二
十
三
条
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た

会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲

げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
出
生
時

両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

二　

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出
（
次
項
第
二
号
、
次
条
第
一
項
及
び
第

五
十
三
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
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梨
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百
八
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令
和
七
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七
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二
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八
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三
九
八

中
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
県
教
育
委
員
会
が

認
め
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当
該
申
出
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3　

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
当
該
申
出
を
し
た
範
囲
内
（
前
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
お
い
て
、
子
育
て
時
間
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4　

子
育
て
時
間
の
承
認
の
請
求
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

は
、
書
面
等
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
子
育
て
時
間
、
介
護
休
暇
」
を
「
介
護
休
暇
」
に

改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
」
を
、

「
同
項
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
の
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
）

第
四
十
条
の
二　

条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
同
項
に
規
定
す

る
対
象
職
員
の
子
が
一
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か
ら
二
歳
十
一
か
月
に
達
す
る
日
の

翌
日
ま
で
の
一
年
間
と
す
る
。

第
四
十
条
の
三
を
削
る
。

第
五
十
二
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第
五
十
一
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
を
「
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又

は
措
置
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
申

告
、
請
求
又
は
申
出
（
次
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
」
を
「
請
求
等
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
属
す
る
年
度
」
の
下
に
「
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い

う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
学
校
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
）

第
五
十
条　

県
教
育
委
員
会
は
、
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
山
梨
県

条
例
第
一
号
）
第
二
十
三
条
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し

た
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
出
生
時

両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

二　

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出
（
次
項
第
二
号
、
次
条
第
一
項
及
び
第

五
十
二
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の

措
置

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

二　

条
例
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
子
育
て
時
間
（
第
四
項

及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
第
二
号
子
育
て
時
間
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
法
第

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
部
分
休
業

の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

第
二
十
八
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

4　

第
二
号
子
育
て
時
間
の
単
位
は
、
一
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間

数
二　

第
二
号
子
育
て
時
間
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
残

時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き　

当
該
残
時
間
数

5　

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求

す
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
場
合
の
第
二
号
子
育
て
時
間
に
つ
い

て
は
、
一
年
に
つ
き
条
例
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
時
間
か
ら
当
該
部

分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
の
範
囲
内
の
時
間
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま

で
連
続
し
た
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
介
護
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は

終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二
時
間
（
」
を
削
り
、
「
規
定
す
る
特
別
休
暇
若
し
く
は
子
育
て
時

間
」
の
下
に
「
（
条
例
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
も
の
に
限

る
。
）
」
を
、
「
規
定
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
」

を
加
え
、
「
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
」
を
「
日
の
介
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
」
に
、

「
時
間
）
」
を
「
時
間
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
子
育
て
時
間
の
申
出
等
）

第
三
十
六
条
の
二　

子
育
て
時
間
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
職
員
は
、
条
例
第
十
五
条
の
二
第
三
項

に
規
定
す
る
一
年
の
期
間
ご
と
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
の
う
ち

い
ず
れ
の
範
囲
内
で
当
該
期
間
に
お
け
る
子
育
て
時
間
を
請
求
す
る
か
を
任
命
権
者
に
申
し
出
る

も
の
と
す
る
。

2　

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ

と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
を
し
な
け
れ
ば
当
該
職
員
の
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三
九
九

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
、
同
規
則
第
八
条

の
三
の
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
条
中
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
規
則
第
七
条
の
三
の
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項

か
ら
附
則
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

2　

職
員
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
職
員
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
令
和
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
第
十
四
条
の
二

第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
子
育
て
時
間
の
請
求
を
す
る
か
の
申
出
を
し
、
そ
の
範
囲
内

（
新
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
申
出
の
内
容
の
変
更

を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
で
施
行
日
以
後
に
お
け
る
子
育
て
時
間
の
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
及
び
変
更
並
び
に
請
求
は
、
施
行
日
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
並
び
に

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
と
み
な
す
。

3　

任
命
権
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の

例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講

じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

4　

学
校
職
員
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
学
校
職
員
の

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
」

と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
山
梨
県
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号
）
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年

山
梨
県
条
例
第
二
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
の
範
囲
内
で
子
育
て
時
間
の
請

求
を
す
る
か
の
申
出
を
し
、
そ
の
範
囲
内
（
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項

の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
申
出
の
内
容
の
変
更
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）

で
施
行
日
以
後
に
お
け
る
子
育
て
時
間
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
申
出
及
び
変
更
並
び
に
請
求
は
、
施
行
日
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
と
み
な
す
。

5　

県
教
育
委
員
会
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
学
校
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
五
十
条
第
二
項
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

三　

山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の

心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日

以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支

障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

2　

県
教
育
委
員
会
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
対
象
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
期

両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

二　

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

三　

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の

状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置

3　

県
教
育
委
員
会
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項

の
取
扱
い
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
号
ロ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
七
条
の
二
第
二
項
」

を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

地
方
公
務
員
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
、
外
国
の
地

方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
派
遣
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児

休
業
を
し
、
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
一
日
の
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ

い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
の
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
、
職
員
派
遣
を
さ
れ
、
教
育

公
務
員
特
例
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
地
方
公
務
員
法

第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
、
同
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一

項
に
規
定
す
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
、
研
修
等
の
た
め
に
旅
行
を
し
、
又
は
休
暇
に
よ
り
通

勤
し
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
山
梨
県
職
員
の
勤
務
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四
〇
〇

そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。


